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明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
明
治
新
政
府
は

開
拓
使
（
注
１
）
を
設
置
し
、
そ
れ
ま
で
幕
藩

体
制
外
の
「
蝦え

ぞ夷
」
と
呼
ば
れ
た
地
を
「
北

海
道
」
と
改
め
、「
オ
タ
ル
ナ
イ
」
と
呼
ば
れ

た
人
口
二
二
〇
〇
人
の
小
さ
な
漁
村
を
「
小

樽
」
と
改
め
ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
と
の
交
易
と
ニ
シ
ン
漁
を
営
む
和

人
集
落
が
北
海
道
開
発
の
中
で
北
日
本
を
代

表
す
る
商
業
都
市
へ
発
展
す
る
始
ま
り
で
す
。

　

以
前
か
ら
の
天
然
の
良
港
に
開
拓
使
の
置
か

れ
た
札
幌
の
外
港
と
し
て
の
地
の
利
も
加
わ

り
、
小
樽
は
急
速
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
は
札
幌
︱

手
宮
（
小
樽
）
間
に
鉄
道
が
開
通
し
ま
し
た
。

同
鉄
道
は
、
旅
客
用
と
し
て
は
北
海
道
は
も

と
よ
り
日
本
で
も
三
番
目
に
早
い
開
通
で
す
。

二
年
後
に
は
幌ほ

ろ

内な
い

（
現
在
の
三
笠
市
）
ま
で

延
長
さ
れ
、
幌
内
の
炭
鉱
か
ら
手
宮
ま
で
の

石
炭
輸
送
が
開
始
さ
れ
、
小
樽
港
の
重
要
性

が
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
北
海

道
開
発
に
伴
う
国
庫
金
の
取
り
扱
い
な
ど
を
、

先
に
進
出
し
た
民
間
の
銀
行
に
委
託
し
て
い

ま
し
た
。

　

開
発
の
拡
大
に
伴
い
、
北
海
道
の
金
融
を

よ
り
円
滑
に
す
る
た
め
、
同
業
務
を
日
本
銀

行
の
直
扱
い
に
し
て
、
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
四
月
、
道
内
の
札
幌
、
函
館
、

根
室
の
三
カ
所
に
出
張
所
を
設
置
し
、
小
樽

ほ
か
一
五
カ
所
の
派
出
所
を
設
け
ま
し
た
。

　

小
樽
の
貿
易
港
、
商
業
都
市
と
し
て
の
発

展
と
共
に
小
樽
派
出
所
の
業
務
は
ま
す
ま
す

拡
大
し
、明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
一
月
、

出
張
所
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
露
戦
争
に
よ
り
領
有
権
を
得

た
南
樺か

ら
ふ
と太

開
発
の
中
継
点
と
し
て
の
重
要
性

小
樽
派
出
所
か
ら

出
張
所
を
経
て
小
樽
支
店
へ

中
村
茂
樹 
日
本
銀
行
文
書
局
技
師

　
日
本
銀
行
の
本
店
本
館
が
日
本
経
済
の
番
人
と
し
て
の
「
産
業
遺
産
」
と
す
れ
ば
、
地
方
都
市

に
設
け
ら
れ
た
支
店
建
物
も
ま
た
地
方
経
済
の
番
人
と
し
て
の
「
産
業
遺
産
」
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
日
本
銀
行
の
支
店
建
物
は
、
本
店
建
物
に
も
増
し
て
地
元
市
民
の
方
々
か
ら
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
第
一
回
は
、
今
年
の
七
月
に
築
一
〇
〇
年
を
迎
え
た
旧
小
樽
支
店
建
物
（
金
融

資
料
館
）
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
銀
行
旧
小
樽
支
店

1

日
本
銀
行
の
支
店
建
物

（
注
１
）
開
拓
使

　

 

北
海
道
開
拓
の
た
め
の
地

方
行
政
機
関
。
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
～
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）。
廃
止
後
は
札
幌

県
、
函
館
県
、
根
室
県
が
設

立
さ
れ
た
。

上／現在の外観
左／新築時の外観

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）
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も
加
わ
り
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

八
月
、
支
店
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
小
樽
の
支
店
昇
格
と
同
時
に
、
先

に
昇
格
し
た
北
海
道
支
店
（
函
館
）
が
函
館

出
張
所
に
戻
り
、
札
幌
出
張
所
が
廃
止
さ
れ

る
な
ど
、
北
海
道
の
行
政
と
商
業
の
中
心
地

の
推
移
を
反
映
し
て
支
店
体
制
も
複
雑
に
変

化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

小
樽
と
札
幌
の
人
口
を
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
）
の
国
勢
調
査
で
比
較
す
る
と
、
小
樽
の

一
〇
万
八
一
一
三
人
に
対
し
、
札
幌
が

一
〇
万
二
五
八
〇
人
と
、
大
正
期
の
半
ば
ま

で
は
小
樽
が
札
幌
よ
り
大
き
な
都
市
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

小
樽
派
出
所
は
、
先
に
小
樽
に
進
出
し
た

色い
ろ
な
い内
町

ち
ょ
う

所
在
の
三
井
銀
行
小
樽
支
店
の
建
物

内
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
堺

さ
か
い

町ま
ち

所
在
の
建
物
を

経
て
、
さ
ら
に
、
出
張
所
へ
の
昇
格
に
対
応

す
る
た
め
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

に
現
在
地
に
ほ
ど
近
い
色
内
町
の
官
有
地
の

払
い
下
げ
を
受
け
、
木
造
二
階
建
て
の
建
物

に
移
転
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　

明
治
三
十
九
年
の
支
店
昇
格
と
将
来
的
な

業
務
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、
営
業
所
建

物
の
新
築
計
画
が
決
定
さ
れ
、
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）に
色
内
町
の
元
小
樽
治
安
裁
判
所

の
跡
地
を
新
築
用
地
と
し
て
取
得
し
ま
し
た
。

　

小
樽
支
店
新
築
の
設
計
は
、
辰
野
金
吾
（
写

真
２
）
と
長
野
宇
平
治
（
写
真
３
）
に
委
ね
ら
れ
、

さ
ら
に
岡
田
信
一
郎
（
注
２
）
も
加
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

長
野
は
日
本
銀
行
の
技
師
長
と
し
て
基
本

設
計
か
ら
竣
工
検
査
ま
で
の
実
質
的
な
設
計

監
督
を
務
め
、
東
京
か
ら
小
樽
の
工
事
現
場

に
年
三
、四
回
の
出
張
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
岡
田
は
東
京
帝
国
大
学
（
現
在
の

東
京
大
学
）
を
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

に
恩お

ん

賜し

の
銀
時
計
（
注
３
）
を
授
か
っ
て
卒
業

し
た
ば
か
り
の
少
壮
建
築
家
で
、
辰
野
金
吾

か
ら
そ
の
資
質
を
買
わ
れ
て
日
銀
の
嘱
託
に

推
さ
れ
、
長
野
の
下
で
図
面
作
成
を
担
当
し

ま
し
た
。

　

長
野
は
小
樽
支
店
の
設
計
と
並
行
し
て
北

海
道
銀
行
（
注
４
）
の
本
店
の
設
計
の
ほ
か
、

台
湾
総
督
府
庁
舎
（
注
５
）
の
設
計
競
技
に
応

募
し
て
、
岡
田
も
そ
の
図
面
作
成
を
手
伝
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
く
大
阪
市

中
央
公
会
堂
（
注
６
）
の
設
計
競
技
に
は
二
人

が
共
に
応
募
し
、
岡
田
が
一
等
で
、
長
野
が

二
等
と
な
る
快
挙
を
得
ま
し
た
。
あ
る
面
で

は
、
当
時
の
建
築
界
に
台
頭
す
る
二
人
が
小

樽
支
店
に
か
か
わ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　

日
本
銀
行
顧
問
の
辰
野
は
そ
う
い
う
二
人

の
後
輩
の
設
計
チ
ー
ム
を
的
確
か
つ
厳
し
く

統
率
す
る
立
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

小
樽
支
店
の
建
築

写真３（上） 長野宇平治　明治 26 年（1893）
帝国大学工科大学（現在の東京大学工学部）造
家（建築）学科を卒業。日本銀行技師長。わが
国屈指の古典主義建築家として知られ、日本銀
行本支店を始めとする数多くの銀行建築を手掛
けた。　  （日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真１ 小樽出張所（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

（
注
２
）
岡
田
信
一
郎

　

 

東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現

在
の
東
京
大
学
工
学
部
）
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
卒
業
、

大
正
・
昭
和
初
期
に
活
躍
し

た
建
築
家
、
東
京
美
術
学
校

（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
）
教

授
。
歌
舞
伎
座
、
明
治
生
命

館
等
を
設
計
。

（
注
３
）
恩
賜
の
銀
時
計

　

 

戦
前
、
軍
学
校
、
東
京
帝
国

大
学
等
の
卒
業
式
で
、
成
績

優
秀
者
に
天
皇
か
ら
の
下か

し賜

品
で
あ
る
銀
時
計
が
授
与
さ

れ
た
。

（
注
４
）
北
海
道
銀
行

　

 

小
樽
銀
行
を
前
身
と
し
て
、

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

北
海
道
商
業
銀
行
を
併
合
し

て
生
ま
れ
た
小
樽
最
大
の
地

場
銀
行
。
現
存
す
る
北
海
道

銀
行
と
は
別
。
旧
北
海
道
銀

行
の
建
物
は
、
現
在
は
小
樽

市
指
定
歴
史
的
建
造
物
の
一

つ
に
指
定
さ
れ
、
商
業
施
設

（
小
樽
バ
イ
ン
）
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。

（
注
５
）
台
湾
総
督
府
庁
舎

　

 

台
湾
を
統
治
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
た
日
本
の
出
先
官

庁
。
本
庁
舎
（
大
正
八
年

〈
一
九
一
九
〉
竣
工
）
は
台
湾

の
総
統
府
と
し
て
現
存
。

（
注
６
）
大
阪
市
中
央
公
会
堂

　

 

通
称
中
之
島
公
会
堂
。
大
正

七
年
（
一
九
一
八
）
竣
工
。

設
計
競
技
一
等
の
岡
田
案
を

設
計
原
案
と
す
る
、
国
の
重

要
文
化
財
。

写真２（下） 辰野金吾　明治 12 年（1879）工
部大学校（現在の東京大学工学部）造家（建築）
学科を第一回生として卒業。近代日本建築界の
先覚者。日本銀行建築顧問。日本銀行本店本館
のほか、東京駅など明治大正期の日本を代表す
る建築物を数多く手掛けた。

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）
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七
月
に
着
工
し
、
三
回
の
越
冬
を
経
て
明
治

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
に
竣
工
し
ま

し
た
。

　

写
真
４
は
建
築
中
の
建
物
全
体
を
素
屋
根

で
覆
っ
た
工
事
現
場
で
す
。
十
一
月
か
ら
三

月
ま
で
の
冬
期
五
カ
月
を
休
止
す
る
過
酷
な

施
工
条
件
の
中
で
、
厳
し
い
品
質
管
理
を
強

い
る
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
５
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

十
一
月
に
行
わ
れ
た
上
棟
式
の
様
子
で
す
。

今
で
も
屋
根
裏
に
当
時
の
祭
事
で
飾
ら
れ
た

幣へ
い
そ
く束

（
写
真
６
）
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

　

竣
工
日
は
明
治
天
皇
崩
御
の
五
日
前
の

二
十
五
日
で
、
竣
工
式
典
は
自
粛
さ
れ
ま
し

た
。
ま
さ
に
明
治
期
最
後
に
完
成
し
た
建
物

で
し
た
。

　

新
築
時
の
小
樽
支
店
は
、
本
館
、
金
庫
お

よ
び
職
員
食
堂
な
ど
が
あ
っ
た
付ふ

属ぞ
く

家や

で
構

成
さ
れ
、
各
建
物
は
渡
り
廊
下
で
接
続
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
）。

　

本
館
は
、
構
造
を
レ
ン
ガ
造
り
二
階
建
て

と
す
る
、
北
側
正
面
に
四
つ
の
小
ド
ー
ム
と

窓
を
左
右
対
称
に
配
置
し
た
古
典
様
式
の
建

物
で
、
側
面
の
東
南
隅
に
設
け
た
小
樽
港
を

眺
望
す
る
四
階
建
て
の
望
楼
（
写
真
７
）
が
大
き

な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
外
壁
を
飾

る
一
八
体
の
レ
リ
ー
フ
も
特
徴
の
一
つ
で
、

ア
イ
ヌ
の
守
り
神
で
あ
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を

模
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
８
）。

　

外
壁
は
、
大
阪
と
北
海
道
（
野の

っ
ぽ
ろ幌
）
産
の

レ
ン
ガ
を
イ
ギ
リ
ス
積
み
（
注
７
）
し
、
外
側

に
深
い
目
地
を
施
し
て
モ
ル
タ
ル
を
塗
り
、

腰
壁
部
分
と
窓
出
入
り
口
周
り
に
は
本
店
本

館
と
同
じ
岡
山
県
北き

た
ぎ
し
ま

木
島
産
の
花
こ
う
石
を

積
ん
で
、
全
体
を
重
厚
な
石
造
り
風
に
見
せ

て
い
ま
す
。

　

屋
根
は
、
鉄
骨
ト
ラ
ス
構
造
の
小
屋
組
み

で
支
え
ら
れ
（
写
真
９
）、
同
小
屋
組
み
の
上
に

防
火
用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
、
そ
の
上

に
亜
鉛
メ
ッ
キ
波
形
鉄
板
を
葺
い
て
い
ま
す
。

木
造
の
小
屋
組
み
が
一
般
的
で
あ
る
中
で
、

鉄
骨
ト
ラ
ス
は
日
本
銀
行
の
支
店
建
物
（
大

阪
の
一
部
を
除
く
）
で
は
初
め
て
の
採
用
で
、

使
用
さ
れ
て
い
る
鉄
骨

は
官
営
八
幡
製
鐵
所
（
注

８
）
の
初
期
製
品
で
す
。

　

鉄
骨
ト
ラ
ス
の
採
用

に
よ
り
、
屋
根
を
支
え

る
壁
や
柱
の
数
を
少
な

く
す
る
こ
と
で
柱
の
な

い
吹
き
抜
け
の
営
業
場

が
可
能
と
な
り
ま
し
た

（
写
真
10
）。
吹
き
抜
け
上

部
の
壁
に
は
外
壁
と
同

様
の
一
二
体
の
レ
リ
ー

時
代
を
先
駆
し
た

小
樽
支
店
建
物

（
注
７
）
イ
ギ
リ
ス
積
み

　

 

レ
ン
ガ
の
積
み
方
の
一
種
で
、

長
手
積
み
と
小
口
積
み
を
一

段
お
き
に
交
互
に
積
む
方
法
。

強
度
が
最
も
強
い
積
み
方
で

明
治
二
十
年
代
以
降
の
ほ
と

ん
ど
の
レ
ン
ガ
積
み
建
物
で

使
わ
れ
て
い
る
。

（
注
８
）
八
幡
製
鐵
所

　

 

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

に
官
営
製
鐵
所
と
し
て
操
業

開
始
、
戦
前
に
は
日
本
の
鉄

鋼
生
産
量
の
過
半
を
製
造
す

る
国
内
随
一
の
製
鉄
所
。
現

在
は
八
幡
製
鐵
所
の
後
身
で

あ
る
新
日
本
製
鐵
の
事
業
所

と
な
っ
て
い
る
。

写真４ 素屋根で覆われた新築工事図  新築時配置図

写真７ かつては望楼の窓
から小樽港を出入りする
船舶が確認できた。

写真６ 屋根裏に残る幣束

写真５ 上棟式
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フ
が
営
業
場
を
監
視
す
る
よ
う
に
飾
ら
れ
て
い
ま

す
（
写
真
11
）。

　

屋
根
下
地
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
様
に
、

一
階
と
二
階
の
床
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る

防
火
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
造
床
が
一
般

的
で
あ
る
中
で
、
多
発
し
て
い
た
小
樽
市
内

の
大
火
に
備
え
た
対
応
で
、
外
壁
に
面
す
る

す
べ
て
の
窓
に
も
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
を
先
駆
し
た
小
樽
支
店
建
物
は
、
本

店
本
館
と
大
阪
支
店
に
次
ぐ
工
費
（
約

三
七
万
円
）
を
費
や
し
、
先
に
完
成
し
た
同

規
模
の
京
都
・
名
古
屋
支
店
に
比
べ
る
と
約

二
倍
を
費
や
す
大
工
事
で
し
た
。

　　

大
正
期
の
小
樽
に
設
置
さ
れ
て
い
た
銀
行

は
一
九
行
に
及
び
、
と
り
わ
け
小
樽
支
店
の

面
す
る
大
通
り
は
銀
行
が
集
中
し
、
地
元
市

民
か
ら
「
北
の
ウ
ォ
ー
ル
街
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
ほ
ど
で
し
た
。　

 

　

今
小
樽
の
街
を
歩
く
と
、
驚
く
ほ
ど
多
く

の
明
治
大
正
期
の
建
物
に
出
会
い
ま
す
。
小

樽
市
は
こ
の
街
並
み
を
保
存
す
る
た
め
に
、

小
樽
支
店
建
物
を
小
樽
市
指
定
有
形
文
化
財

に
指
定
し
、
現
在
六
八
件
の
建
造
物
を
有
形

文
化
財
に
準
ず
る
歴
史
的
建
造
物
に
指
定
し

て
い
ま
す
。  

　

日
本
銀
行
小
樽
支

店
は
そ
の
業
務
を
札

幌
支
店
に
継
承
し
、
平

成
十
四
年（
二
〇
〇
二
）

九
月
に
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
小
樽
の
繁
栄
と

北
海
道
の
経
済
発
展

を
共
に
生
き
て
き
た

旧
小
樽
支
店
は
、
そ
の

記
憶
を
継
承
す
る
建

物
の
有
効
活
用
策
と

し
て
、
日
本
銀
行
の
広

報
活
動
を
目
的
と
す

る
金
融
資
料
館
と
し

て
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
五
月
に
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
（
写
真
12
）。

　

金
融
資
料
館
で
は
、
建
物
内
を
支
店
当
時

の
ま
ま
の
姿
で
一
般
公
開
し
、
日
本
銀
行
の

歴
史
や
役
割
等
に
つ
い
て
、
展
示
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

資
料
館
と
し
て
開
館
以
来
、
年
間
一
〇
万

人
規
模
の
来
館
者
が
訪
れ
、
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一二
）八
月
に
は
延
べ
九
〇
万
人
を
超
え

る
な
ど
、
旧
小
樽
支
店
は
小
樽
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
築
一
〇
〇
年
目
を
迎
え
た
旧
小
樽

支
店
建
物
が
こ
れ
か
ら
も
小
樽
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

金
融
資
料
館

と
し
て
の
再
生

写真８　建物内外壁の塑像
　　　　  〜フクロウ〜（外壁）

写
真
９ 

屋
根
裏

の
鉄
骨
ト
ラ
ス

写真 10  新築時の営業場風景 写真 11　建物内外壁の塑像
　　　　  〜フクロウ〜（内壁）

写真 12  金融資料館　歴史展示室
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